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パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題

｜
｜
ド
ミ
ニ
コ
会
の
大
学
進
出
を
巾
心
に
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0
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リ
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を
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が
せ
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在
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教
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日
と
托
鉢
修
道
会
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（乙

と
の
対
立
事
件
に
関
し
て
、
こ
れ
に
先
行
す
る
時
期
に
お
け
る
両
者
の
諮
問
係
を
考
察
せ
ん

こ
で
は
ド
ミ
ニ
コ
会
お
よ
び
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
）

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
二
五
二
年
二
月
に
発
せ
ら
れ
た
神
学
部
規
約
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
、
一
二
五
三
年
の
事
件
を
契
機
と
し
て
、

激
し
い
抗
争
状
態
へ
と
入
っ
た
。
そ
れ
以
降
の
両
者
の
対
立
は
、
第
一
に
は
、
托
鉢
修
道
会
士
が
、
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「
大
学
」
側
の
主
張
す
る
、
教
師
共

同
体
口
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呂田

m
E
3
2
B
の
構
成
員
は
、

さ
も
な
く
ぱ
、

構
成
員
た
り
得
な

「
大
学
」
の
法
と
決
定
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

い
と
い
う
原
理
を
顧
慮
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
存
し
た
。
そ
し
て
、
第
こ
に
は
、
托
鉢
修
道
会
の
存
在
と
、
そ
の
活
動
形
態
の
当
否
を

め
ぐ
っ
て
の
対
ー
で
あ
り
、
ギ
ヨ

l
ム
・
ド
・
サ
ン
・
タ
ム

l
ル
の
巳

E
己
目
。
骨

ω包己
l
〉
S
O
S吋
ら
の
在
俗
教
師
と
、
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
ら
の
托
鉢
修
道
会
士
と
の
間
で
論
議
が
展
開
さ
れ
た
。

ζ

の
論
議
は
、
教
皇
の
権
威
や
、
さ
ら
に
教

ト
ゥ

1
ラ、

会
論
に
す
ら
係
わ
る
も
の
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
は
、
そ
れ
が
内
包
ず
る
こ
れ
ら
二
つ

〈

1
V

の
側
市
に
沿
っ
て
研
先
さ
れ
て
き
た
と
概
括
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
托
鉢
修
道
会
問
題
が
パ
リ
大
学
に
お
い
て
も
つ
諸
局
而

町
内
，
＆
』

を
．
総
括
的
に
研
究
し
た
成
果
が
近
年
公
刊
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
托
鉢
修
道
会
｜
｜
乙
乙
で
は
ド
ミ
ニ
コ
会
で
あ
る
が
｜
｜
の
パ
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鉢
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会
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リ
進
出
（
＝
二
七
年
）
か
ら
、
在
俗
教
師
と
の
対
立
が
顕
在
化
す
る
一
二
五
二
年
ま
で
の
期
間
は
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
事
件
の
原
因
と

意
味
と
を
理
解
す
る
上
で
、
軽
視
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乙
れ
ま
で
、
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
勺

パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
に
先
ん
じ
て
存
在
し
た
問
題
の
所
在
は
、
一
つ
に
は
、
修
道
会
に
所
属
す
る
神
学
教
師
の
増
加

と
そ
れ
に
対
す
る
在
俗
教
師
の
危
機
感
で
あ
り
、
一
一
つ
に
は
、
神
学
教
師
で
あ
っ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
、
フ
ラ
ン
ジ
ス
コ
会
士
が
、
真
の
大

学
構
成
員
と
は
言
い
難
い
存
在
で
あ
っ
た
と
と
で
あ
る
。

一
二
五
二
年
の
神
学
部
規
約
は
、
修
道
士
で
あ
る
神
学
校
師
の
増
加
を
規
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
パ
リ
に
の
0
7

－om
E
S
を
持
た
な
い
修
道
会
の
修
道
会
士
は
、
神
学
教
師
団

gロ
8
1
E
B
へ
の
加
入
が
認
め
ら
れ
な
い
と
の
規
定
、
修
道
会
の
各

no「

】

m
m
E
B
は
、
一
人
の
神
学
講
座
担
当
者
を
も
っ
と
と
で
満
足
す
べ
き
で
あ
る
と
の
規
定
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
在
俗
教
師
が
こ
の
処
置

を
と
っ
た
背
景
は
、
士
一
五
四
年
二
月
、
パ
リ
大
学
が
発
し
た
い
わ
ゆ
る
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
て
い
り
在

俗
教
師
の
言
に
よ
れ
ば
、
当
時
パ
リ
に
あ
っ
た
神
学
講
座
の
う
ち
、
司
教
座
聖
堂
付
参
事
会
が
三
講
座
を
占
め
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
フ
ラ
ン

シ
ト
l
会
、
聖
三
位
一
体
会
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
・
ゼ
コ
リ
エ
会
、
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
が
九
講
座
を
占
め
て
お
り
、
在
俗
教
師
に

シ
ス
コ
会
、

は
三
講
座
が
践
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
上
記
の
参
事
会
、
修
道
会
の
も
つ
講
座
が
彼
ら
の
も
の
と
な
る
可
能
性
は
絶
無
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
そ
れ
ら
の
修
道
会
が
二
講
座
づ
っ
獲
得
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
在
俗
教
師
の
占
め
る
ポ
ス
ト
は
失
な
わ
れ
、
彼
ら
は
、
学
生
を
持

つ
乙
と
も
、
講
義
を
す
る
場
を
持
つ
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

パ
リ
の
神
学
講
座
数
は
一
二
で
あ
り
、
司
教
座
聖
堂
付
参
事
会
、
修
道
会
、
在
俗
教
師
の
講
座
所
持
数
は
、
三
、

三
、
六
で
あ
る
。
と
く
に
修
道
会
に
関
し
て
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
が
二
講
座
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
一
講
座
を
所
持
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
の
記
述
が
、
講
座
分
配
に
つ
い
て
実
状
を
告
げ
て
い
る
と
は
言
え
払
川
。
し
か
し
な
が
ら
、
偽
り
の
数
字
を
表
明
せ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
逆
に
、
在
俗
教
師
が
、
修
道
会
系
の
神
学
教
師
の
増
加
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
危
機
感
の
あ
ら
わ

一
二
五
四
年
に
は
、

れ
と
理
解
さ
れ
よ
う
。



一
二
五
三
年
の
事
件
は
、
修
道
会
に
属
す
る
神
学
教
師
の
本
質
を
端
的
に
表
わ
し
た
。
一
二
五
三
年
の
四
句
節
の
あ
る
日
、
学
生
が
暴

行
の
被
害
者
と
な
っ
た
。
乙
れ
に
対
し
て
、
「
大
学
」
の
教
師
は
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ル
ソ
ン

m
o
gユ
含
の

2
2
8
の
規
約
に

よ
っ
て
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
権
利
と
し
て
、
講
義
停
止
を
決
定
し
円
た
。
し
か
し
、
ド
ミ
ニ
コ
会
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
所
属
す
る
三
人
の

そ
の
決
定
に
従
う
乙
と
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
彼
ら
と
在
俗
教
師
と
の
異
質
性
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、
在
俗
教
師
の
目
か
ら
み
れ
ば
、

決
定
に
服
さ
な
い
「
大
学
」
の
構
成
員
は
あ
り
得
る
は
ず
が
な
く
、
托
鉢
修
道
会
士
の
行
動
は
、
「
大
学
」
の
団
結
を
崩
す
以
外
の
な
に

も
の
で
も
な
か
っ
た
。
托
鉢
修
道
会
士
が
「
大
学
」
に
お
い
て
、
乙
れ
に
類
す
る
行
動
を
と
っ
た
の
は
、
乙
れ
が
最
初
で
は
な
い
。

神
学
教
師
は
、

「
大
学
」
の

二
九
年
か
ら
＝
二
一
二
年
に
か
け
て
の
講
義
停
止
、
逃
散
の
さ
い
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
態
度
、
ま
た
、
一
二
五
二
年
の
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
の
神
学
部
規
約
に
対
す
る
宣
誓
拒
否
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

我
々
は
、
托
鉢
修
道
会
士
の
パ
リ
大
学
に
お
け
る
地
位
の
変
則
性
は
、
彼
ら
が
「
大
学
」
以
外
の
別
組
織
に
属
し
て
い
た
こ
と
に
起
因

す
る
と
考
え
た
い
。
彼
ら
の
所
属
す
る
修
道
会
は
、
当
該
修
道
会
の
目
的
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
、
運
営
さ
れ
る
固
有
の
教
育
組
織
を
も
っ

て
い
た
。
彼
ら
は
、
当
該
修
道
会
の
教
師
団
の
一
員
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

パ
リ
大
学
と
托
鉢
修
道
会
の
対
立
事
件
に
お
い
て
、
後
者
の
側
で
考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
と
フ
ラ
ン
ジ
ス
コ
会
で
あ

る
。
岡
修
道
会
の
う
ち
、
パ
リ
大
学
と
早
く
か
ら
接
触
を
も
ち
、
修
道
会
の
教
育
組
織
の
必
要
性
を
認
め
、
そ
の
整
備
に
つ
と
め
た
の

も
、
大
学
と
の
対
立
事
件
で
、
主
導
的
役
割
を
演
じ
た
の
も
ド
ミ
ニ
コ
会
で
あ
り
、
在
俗
教
師
の
矛
先
が
主
と
し
て
む
け
ら
れ
た
の
も
同

修
道
会
に
対
し
て
で
あ
っ
月
。
従
っ
て
、
本
稿
の
対
象
と
な
る
托
鉢
修
道
会
も
、
主
と
し
て
、
ド
ミ
ニ
コ
会
に
限
る
と
と
と
し
た
い
。
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カ
タ
リ
派
が
ひ
ろ
ま
っ
た
地
域
に
お
け
る
活
動
の
個
人
的
体
験
か
ら
、
異
端
者
を
改
宗
さ
せ
る
た
め

に
、
神
学
、
聖
書
の
訓
練
を
う
け
た
説
教
者
の
必
要
を
感
じ
て
い
た
。
「
初
期
会
憲
」
同
U
H
g
m
o
n
g
m
E
E
－8
2
が
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の

設
立
目
的
は
説
教

HUBoegso
と
魂
の
救
済
に
あ
る
と
明
言
し
て
い
お
ど
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
ご
と
く
、
説
教
は
ド
ミ
ニ
コ
会
の
活

さ
れ
て
い
た
。
聖
ド
ミ
ニ
コ
は
、

動
の
根
幹
を
な
す
部
分
で
あ
っ
た
。
言
葉
を
も
っ
て
す
る
正
統
教
義
の
教
宣
活
動
は
、
当
然
、
田
口
目
。
ロ
巴
仰
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
は
、
学

《
叫
し
日

聞
に
立
脚
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
都
市
を
活
動
の
場
と
し
た
ド
ミ
ニ
コ
会
は
、
概
し
て
教
義
の
あ
る
都
市
の
住
人

内

叩

〉

を
教
導
す
る
た
め
に
、
確
た
る
神
学
知
識
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

河

OBω
己
目
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

れ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
デ
・

ロ
マ
ニ
ス

出
口
日

σ叩ユロ
mw
仏
。

学
問
活
動
は
修
道
会
の
目
的
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、

そ
れ
な
し
に
は
修
道
会
の
目
的
は
達
成
さ

従
っ
て
、
ド
ミ
ニ
コ
会
に
あ
っ
て
は
、
学
問
活
動
は
そ
の
草
創
期
か
ら
修
道
会
の
法
の

0
5
5己目
8
2
に
お
い
て
制
度
化
さ
れ
、
修
道

生
活
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
「
初
期
会
憲
」
の
な
か
で
、
直
接
、
間
接
に
学
問
活
動
に
言
及
し
た
規
定
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
の
そ
れ

ハ
げ
》

を
の
ぞ
い
て
一
六
立
に
わ
た
っ
て
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
修
道
生
活
に
お
い
て
は
、
学
問
活
動
に
対

し
て
大
幅
の
便
宜
が
図
ら
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
が
伝
統
的
な
修
道
生
活
の
い
く
つ
か
の
要
素
よ
り
上
位
に
置
か
れ
て
い
る

乙
と
を
指
摘
で
き
る
。
学
問
活
動
が
免
除
＆
唱

S
8
2
0
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
乙
と
（
早
O
E
m
s－
虫
色
・
同
N
U
）
、
集
会

g立
E
E
S

の
開
催
、
聖
務
日
説
の
実
施
が
学
問
活
動
の
妨
げ
と
な
ら
ぬ
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
乙
と
（
思

F
H
r
s
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、

修
道
士
の
勉
学
に
は
、
物
質
的
便
宜
も
与
え
ら
れ
た
（

U
E・
同
N
U
）
。
そ
の
一
方
、
学
問
活
動
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
義
務

$
8
2
8位。

と
見
な
さ
れ
た
。
と
の
こ
と
は
、
修
道
士
の
勉
学
状
況
が
三
回
目

g
g吋
の
監
督
事
項
に
合
ま
れ
て
い
た
乙
と
（
巴
字
国
包
）
、
修
練
士
は

（虫色－

H
H
ω
u
M
H
）
、
学
問
活
動
に
対
す
る
妨
害
が
、

絶
え
ず
勉
学
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
、

書
物
の
重
要
性
を
教
育
さ
れ
た
こ
と

罪
責

。
ロ
ザ
”
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
（
ロ
互
・
同
N
H
）
、
な
ど
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。

パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
嶋
）

四
九



パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
嶋
）

五。

同
ド
ミ
ニ
コ
会
の
パ
リ
進
出
と
大
学

学
問
活
動
を
修
道
会
の
本
質
的
な
要
件
と
す
る
ド
ミ
ニ
コ
会
の
パ
リ
進
出
は
パ
リ
大
学
と
如
何
な
る
関
係
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
以
下
の
三
点
に
集
約
で
き
よ
う
。

山
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
設
立

三
二
七
年
パ
リ
に
到
着
し
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
は
シ
テ
島
に
居
を
構
え
た
が
、
翌
年
八
月
、
彼
ら
は
セ

l
ヌ
左
岸
へ
と
移
っ
た
。
パ
リ

の
神
学
教
師
で
、
サ
ン
・
カ
ン
タ
ン
皆
目
E
I
P
S
E
－D
の

骨

g
E
H
m
で
も
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
・
ド
・
パ
ラ
ス
ト
ル
守
山
口
含
∞

R
S待。

円

却

〉

が
、
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
門
の
近
く
に
所
有
し
て
い
た
巡
礼
者
の
宿
舎
を
彼
ら
に
提
供
し
た
か
ら
で
あ
る
。
二
三
二
年
五
月
三
一
日
、
彼

は
そ
の
宿
舎
な
ら
び
に
敷
地
に
も
っ
て
い
た
諸
権
利
を
彼
ら
に
譲
渡
し
、
聖
ジ
ヤ
ツ
ク
修
道
院
の
創
立
者
と
し
て
の
栄
誉
に
浴
す
る
ζ

と

に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
年
、

パ
リ
大
学
己
E
4
0
2注目
g
m
m
E
H
O
E
B
2
8
y
o
Eユロヨ

〈

nv

ミ
ニ
コ
会
に
譲
渡
し
、
大
学
の
物
故
教
師
は
修
道
院
に
埋
葬
さ
れ
る
権
利
を
得
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
パ
リ
に
お
け
る
拠
点

は
、
大
学
と
神
学
教
師
ジ
ヤ
ン
・
ド
・
パ
ラ
ス
ト
ル
の
示
し
た
好
意
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

n
L
 

は

そ
の
敷
地
に
有
し
て
い
た
諸
権
利
を
ド

ド
ミ
ニ
コ
会
士
と
勉
学

パ
リ
に
派
遣
さ
れ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
主
要
目
的
は
、
勉
学
す
る
こ
と
で
あ
っ
時
。
彼
ら
は
、
パ
リ
大
学
の
神
学
教
師
の
講
義
］
白
色
。
、

討
論
色
唱
己
釦
片
山
O

に
列
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
、
修
道
士
が
修
道
院
外
で
学
ぶ
ζ

と
を
禁
じ

た
一
三
三
年
の
パ
リ
地
方
教
会
会
議
の
決
越
の
た
め
に
、
「
大
学
」
の
教
師
の
教
え
を
・
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
孝
子
b
れ
る
。

と
う
し
た
状
況
の
下
で
ド
ミ
ニ
コ
会
士
に
勉
学
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
解
決
策
の
一
つ
は
、
学
識
あ
る
会
士
が
同
輩
に
教
え
る
ζ

と

に
あ
る
。
し
か
し
、
最
良
の
解
決
策
は
、
「
大
学
」
の
神
学
教
師
が
修
道
院
に
赴
い
て
指
導
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
で
も
ま
た

我
々
は
ジ
ャ
ン
・
ド
・
パ
ラ
ス
ト
ル
の
名
を
見
出
す
ζ

と
に
な
る
。

＝
二
四
年
以
前
か
ら
パ
リ
の
神
学
講
座
の
一
つ
を
担
当
し
て
い
た



（

お

》

彼
は
、
ホ
ノ
リ
ウ
ス
三
世
の
要
請
に
よ
っ
て
、
ド
ミ
ニ
コ
会
土
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
が
講
座
を
去
っ
た
の
ち
は
、
彼
の
後

《

剖

）

継
者
ジ
ヤ
ン
・
ド
・
サ
ン
・
ジ
ル
旬
。
自
営

ω包
己
l
o
w
－
－
目
的
が
引
続
き
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
で
神
学
を
教
授
し
た
。
彼
ら
が
そ
こ
で
教

鞭
を
と
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
た
ん
に
ド
ミ
ニ
コ
会
士
に
神
学
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
上
述
の
教
師
は

「
大
学
」
の
一
員
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
は
大
学
の
教
場
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
内
に
お
い
て
特
別
な
地
位
を
得
る
乙
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
乙

れ
以
降
、
同
修
道
院
は
、
各
地
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
が
集
ま
り
、
パ
リ
で
の
神
学
研
究
の
成
果
を
習
得
し
、
各
地
に
そ
れ
を
持
ち
帰
り
、
広

（

U
V
 

め
る
機
関
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(3) 

大
学
人
の
ド
ミ
ニ
コ
会
入
会

ド
ミ
ニ
コ
会
が
パ
リ
に
進
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
と
の
聞
に
生
じ
た
結
果
の
一
つ
は
、

こ
こ
で
の
ド
ミ
ニ
コ
会
入
会
者
の
な
か

に
大
学
人
が
多
数
を
占
め
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
該
修
道
会
の
性
格
の
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
ま
た
同
会
の
発
展
を
約

東
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

へ
の
途
上
、

聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
の
状
態
に
関
す
る
最
初
の
記
述
は
一
一
二
九
年
に
見
出
さ
れ
る
。
聖
ド
ミ
ニ
コ
は
、
同
年
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ロ

1
マ

パ
リ
に
立
ち
寄
っ
た
が
、
そ
の
と
き
に
修
道
士
は
三

0
・8

引
を
数
え
た
。
型
ド
ミ
ニ
コ
の
死
後
、

一
二
二
四
年
か
ら
三
七
年
ま

で
ド
ミ
ニ
コ
会
総
長
の
座
に
あ
っ
た
ヨ
ル
、
ダ
ヌ
ス
・
デ
・
サ
ク
ソ
ニ
ア
は
、
修
道
士
を
募
る
べ
く
パ
リ
を
は
じ
め
、
ボ
ロ

1
ニ
ャ
、
パ
ド

ウ
ヴ
ァ
な
ど
で
精
力
的
に
活
動
し
、
多
数
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
を
獲
得
し
た
。
一
二
二
四
年
デ
ィ
ア
ン
ヌ
・
ド
・
ボ
ロ

l
ニ
ュ
ロ

s
s
r

切
O】

omロ
刊
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
彼
は
パ
り
に
お
け
る
修
道
士
入
会
の
成
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
彼
の
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
聖

ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
は
、
降
誕
祭
か
ら
復
活
祭
ま
で
に
四

O
人
の
修
練
士
を
受
け
入
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
多
く
は
か
つ
て
教
師
で
あ
り
、

《
叩
》

そ
の
他
の
者
も
十
分
な
学
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ア
ン
ヌ
宛

ω
一
二
二
六
年
の
脊
簡
で
は
、
四
週
間
以
内
に
二
一
名
の
入
会

ハ
引
）

者
が
あ
り
、
う
ち
六
名
は
自
由
科
教
師
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。

パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
崎
）

白J..i.



パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
A
自
題
（
大
嶋
）

五

パ
リ
大
学
に
関
係
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
人
物
を
挙
げ
る
と
と
が
で
き
る
。
ロ
ー

（

担

）

マ
で
ド
ミ
ニ
コ
会
に
入
会
し
、
聖
ド
ミ
ニ
コ
の
信
頼
を
あ
つ
め
た
レ
ジ
ナ
ル
列
店
吉
田
］
門
戸
は
パ
リ
の
法
学
教
師
で
あ
っ
た
し
、
ヨ
ル
ダ
ヌ

内

幻

】

ス
・
デ
・
サ
ク
ソ
ニ
ア
は
、
パ
リ
の
神
学
の
げ

R
S
Eユ
己
目
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
我
々
は
、

ド
ミ
ニ
コ
会
の
初
期
の
メ
ン
バ
ー
で
、

ア
ン
リ
・
ド
・
コ
ロ

l
ニュ

出巾ロ門戸

色
。
（
Uo
－omロ印、
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ラ
ン
ス

E

O
司
叩
色
町
刃
包
ヨ
目
、

ギ
ヨ

l
ム
・
ド
・
モ
ン
フ
ェ
ラ
の
己
ロ
印
己
目
。
仏
叩
冨
O
ロ
仲
間
。
門
店
件
、
ジ

ル
・
ド
・
ポ
ル
チ
ュ
ガ
ル
の
巳

g
仏O
H
U
O
江
口
問
丘
、
ゲ
リ
ッ
ク
・
ド
・
サ
ン
・
カ
ン
タ
ン
の
ロ
b
E口仏叩

ω巳
E
I
C戸

g
t口、
ロ
ー
ラ
ン
・

ド
・
フ
ジ
エ

l
ル

F
m
g・0
ロ
仲
仏
印
匂
ocmp円
0
・
フ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
デ
・
ロ
マ
ニ
ス
、

ユ
l
グ
・
ド
・
サ
ン
・
シ
ェ

l
ル
出
ロ
mロ
g
a
o

ωmwFElnFR
な
ど
の
名
を
見
い
出
す
の
で
あ
る
。

け
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
ベ
ル
ナ
l
ル
の
見
解
は
、
蓋
然
性
を
も
っ
て
い
る
。

パ
リ
の
初
期
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
大
学
で
す
で
に
教
育
を
う

国

ド
ミ
ニ
コ
会
の
大
学
進
出

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

ド
ミ
ニ
コ
会
の
パ
リ
に
お
け
る
初
期
の
歴
史
が
、

パ
リ
大
学
と
の
係
り
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
こ

と
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
が
、

ン
・
ド
・
ク
レ
モ
ヌ

問。】釦ロ【凶

amwn円
bgoロ叩

そ
こ
に
は
、
両
者
の
一
二
五

0
年
代
の
対
立
関
係
を
予
知
さ
せ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

ド
ミ
ニ
コ
会
と
パ
リ
大
学
の
関
係
は
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
年
、
ド
ミ
ニ
コ
会
土
ロ
ラ

が
神
学
の
教
授
免
許
を
与
え
ら
れ
、
パ
リ
神
学
講
座
の
一
つ
を
担
当
し
、
彼
は
自
分
の

g
g
o吋
江
口
日
へ
の
加
入
を
認
め
ら
れ
、
「
大
学
」
の
一
員
と
な
っ
て
活
動
す
る
と
と

一
二
二
九
年
以
降
、

l乙師
なで
つあ
たる
のジ
でャ
あン
るぎ
。ド

サ
ン

シ
Jレ

の
下
で

ロ
ラ
ン
・
ド
・
ク
レ
モ
ヌ
の
神
学
教
師
就
任
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

師
、
学
生
の
「
逃
散
」
品
目
的
百
三
宮
で
あ
っ
た
。

一
二
二
九
年
春
か
ら
二
年
に
わ
た
っ
て
つ
づ
い
た
、
パ
リ
の
教

「
逃
散
」
が
宣
せ
ら
れ
、

パ
リ
を
去
っ
た
教
師
、
学
生
は
、

ア
ン
ジ
ェ
、

オ
ル
レ
ア
ン
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
な
ど
へ
移
っ
た
。
だ
が
、

パ
リ
に
残
っ
た
者
も
い
た
。
聖
ジ
ヤ
ツ
ク
修
道
院
で
は
ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン
・
ジ
ル
が
教



鞭
を
と
り
つ
づ
け
て
お
り
、

彼
の
下
の
｝
u
m
o
g
－R吉
田
で
あ
っ
た
ロ
ラ
ン
・
ド
・
ク
レ
モ
ヌ
や
ユ

l
グ
・
ド
・
サ
ン
・
シ
ェ

l

（訂一
v

ル
ら
も
活
動
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
の
門
戸
は
、
教
師
を
失
っ
た
学
生
に
も
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

司
教
区
内
で
の
教
育
活
動
の
責
任
者
で
あ
っ
た
パ
リ
司
教
ギ
ョ

l
ム
・
ド
l
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ

。
旦
ロ
m－ロ
8
0
円
〉
ロ
〈
伺
吋
ぬ
ロ
叩

は
、
大
多
数

の
教
師
が
立
ち
去
っ
た
パ
リ
の
教
育
状
況

l
iと
く
に
神
学
の
そ
れ
ー
ー
を
修
復
す
る
た
め
、
補
填
す
べ
き
神
学
教
師
を
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修

道
院
の
な
か
に
見
出
し
た
。
そ
れ
が
ロ
ラ
ン
・
ド
・
ク
レ
モ
ヌ
で
あ
っ
た
が
、
パ
リ
司
教
の
こ
の
選
択
の
な
か
に
は
、
先
述
の
如
く
、
聖

そ
れ
に
関
与
す
る
人
材
の
学
問
的
水
準
の
高
さ
、
修
道
会
の
規
律
が
学
問
活

動
の
秩
序
と
安
定
を
保
証
す
る
、
と
い
っ
た
判
断
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
で
教
育
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
た
乙
と
、

ロ
ラ
ン
・
ド
・
ク
レ
モ
ヌ
が
「
大
学
」
の
一
員
と
な
っ
た
翌
年
（
一
二
三
O
年
）
、

会
い
問
。
神
学
講
座
担
当
者
で
あ
っ
た
彼
の
入
会
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
に
第
二
の
講
座
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

一二

以
降
、
そ
れ
ら
の
講
座
は
ド
ミ
ニ
コ
会
の
持
ち
分
と
な
つ
た
。

ド
ミ
ニ
コ
会
の
講
座
獲
得
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
が
パ
リ
大
学
の
神
学
研
究
と
教
育
の
一
翼
を
に
な
い
、
パ
リ
に
お
け
る
公
教
育
機
関
の

一
つ
と
し
て
機
能
す
る
乙
と
を
意
味
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
V

聖
ジ
ヤ
ツ
ク
修
道
院
に
学
ぶ
ド
ミ
ニ
コ
会
士
に
は
、
す
で
に
キ
リ
ス
ト

ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン
・
ジ
ル
が
ド
ミ
ニ
コ
会
に
入

そ
れ

教
世
界
全
体
に
通
用
す
る
権
威
と
な
っ
て
い
た
パ
リ
大
学
神
学
部
の
学
位
を
取
得
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【註】
（
印
）
匂
ミ
ミ
H
ロミ
h

O
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パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
，
川
）
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大
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け
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托
鉢
修
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自
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嶋
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一
五
六

時
ロ
』
ロ
吋
刊
の
回
ロ
Oロ山口
O
円mwu内町同
hwH
句
白
立
回
目
ロ
目
白
ロ
ロ
目
的
。
己
目
ロ
ρ
己申・

〈お）

H
E札－－

u・
2
1由∞・

〈
担
）
回
開
河
Z
〉
河
口
・
色
、
・

a
H
4
M
M－
HHC
山
口
・

〈お〉匂九円・

0
・、・・匂－

HDDH
一
司
・
同
o－同
HM仏ロ目

F
O
Bぴ
回
丘
一
戸
訟
の
円
。
5
0ロ
由
ロ
凹
広
岡
三
件
匂
同
日
自
己
明
日
片
口
刊
百
件
H
Sロ
田
司
副
司
区
ロ
師
会
w
O
E巴一宮刊

同

u
s
a
g
O
B
B－
ω
ロ
σ

g

〔吋－

H
o
g
S
宕
ω
g
n
H
O
〉
個
性
島
O〕
宮
口
申
立
仲
買
回
目
町
田
神
宮
司
－

p
v－g
aロ
伊
し
か
し
、
大
多
数
の
教
師

が
パ
リ
不
杭
の
さ
な
か
に
行
な
わ
れ
た
ロ
ラ
ン
・
ド
・
ク
レ
モ
ヌ
の

n
oロ
8
2片
言
入
会
が
正
式
の
も
の
で
あ
っ
た
か
疑
わ
し
い
（
河
〉
ω出

U
〉
F
H
b
口、．円
H．H・－
MM・
ω吋串）。

〈
叩
山
）
河
〉
ω出
U
〉
F
F－色、．由民子一司・

8AF
帥

G
A
・

〈幻）

g
O局、吋日開河・也、・

a
H
S
H
M－
MωM－
MωAF・
山
田
開
河
Z
〉
河
U
－也、・町
H．H・－
HM－
AFNDl串MH
・

〈お）

ω
〉
ロ
凹
H
q
h
v・町民
HSMM・
2
・
冨
〉
Z
U
O
H
A
Z切寸・
N
U句

2
3円白司、ロ司、
QHhqa－
HU－
H
E－

〈お）

U
C均一明
H
F－
qhv－
n
p・
MM・M
m
に
よ
れ
ば
、
ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン
・
ジ
ル
は
、
「
逃
散
」
の
間
パ
リ
ピ
残
り
講
義
を
つ
づ
け
た
た
め
同
僚
か
ら
孤

立
し
、
突
然
ド
ミ
ニ
コ
会
に
入
会
し
た
の
で
あ
る
。

〈川明）の－

F
何回司・

huhH『
h
h
h
s
a
o
H＼ロコ同門、三官時司、
h民町民同
h
s
h
p喝

H
匂
HhH－
RHSh同
H
弘同居・内向芯
HSwよ
2
・
F
Oロ仏
O
P
H由由∞－

HU・臼叶・

E
、
パ
リ
大
学
に
お
け
る
ド
ミ
＝
コ
会

付
ド
ミ
ニ
コ
会
の
教
育
組
織

ド
ミ
ニ
コ
会
の
教
育
組
織
は
、
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
い
て
、

機
関
と
し
て
の
各
修
道
院
、
そ
れ
ら
の
中
聞
に
設
け
ら
れ
た
管
区

上
部
の
教
育
機
関
と
し
て
の

ω
z
a
c
g
m
o
s
s－o
、
下
部
の
教
育

ω
z
e
c
g
匂

m
a
g

－R0・

H
V
3
4山口丘町
W

の
教
育
機
関
と
し
て
の

る盟
独民! [ 
事E
大 E
学 3
0コ(fl
組 E
Z 昏
呈買
し l

－ロ
い《3
るむ邑
o CD 

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
教
養
課
程
か
ら
神
学
部
に
至
る
段
階
の
教
育
水
準
を
内
包
す

こ
の
よ
う
な
教
育
組
織
の
完
成
は
、
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
行
な
わ



れ
る
が
、
聖
ド
ミ
ニ
コ
は
す
で
に
、
修
道
会
独
自
の
教
育
組
織
を
作
る
こ
と
に
着
手
し
て
い
た
。

修
道
士
が
同
時
に
神
学
者
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
た
ド
、
、
二
一
コ
会
に
と
っ
て
、
恒
常
的
に
一
定
レ
ヴ
ェ
ル
の
修
道
士
を
供
給
す
る
に

は
、
修
道
会
の
な
か
に
教
育
組
織
を
設
置
し
、
自
足
的
に
修
道
士
を
養
成
す
る
の
が
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
。

ド
ミ
ニ
コ
会
の
教
育
組
織
を
規
定
し
た
「
初
期
会
憲
」
、
と
く
に
そ
の
虫
色
・
同
は
、
主
に
、

た
最
初
の
ド
ミ
ニ
コ
会
総
会
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
♂
的
。

一
二
ニ

O
年
ボ
ロ

l
ニ
ア
で
開
催
さ
れ

「
初
期
会
窓
」
に
み
ら
れ
る
教
育
組
織
は
以
下
の
二
点
に
務
理
で
き
る
。
第
一
に
は
、
各
修
道
院
が
神
学
校
の
機
能
を
果
す
こ
と
に
な

円
相
》

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
修
道
院
設
置
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
神
学
教
師
含
丘
耳
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
各
修
道
院
に
は
神

ハ
H
V

学
教
師
と
は
別
に

BMwm山
田
叶
耳
目
ER日
O
E
E
B
が
お
り
、
学
生
を
監
督
す
る
と
と
も
に
、
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
た
。
修
道
院
長
耳
目
。
吋

は
直
接
修
道
士
の
教
育
に
携
わ
る
乙
と
は
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
適
性
を
判
断
し
、
包
括

E
R
回百円同

g
t
c
g
を
通
じ
て
住
者
自
由
主
目
。

円
相
V

を
与
え
る
な
ど
し
、
修
道
院
で
の
教
育
活
動
の
監
替
者
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
。

修
道
院
で
は
す
べ
て
の
修
道
士
は
神
学
を
学
ぶ
乙
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い
た
が
、
彼
ら
全
員
が

m
Z含
己
何
回
で
は
な
く
、
彼
ら

ハU
柑

》

《

A
M
V

は
修
道
士
の
な
か
で
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
形
成
し
、
神
学
部
と
同
様
、
講
義
と
討
論
と
い
う
方
法
で
教
育
さ
れ
た
。

ド
ミ
ニ
コ
会
士
が
学
ぶ
べ
き
は
神
学
の
み
で
あ
り
、

E
E
m
S
E
E
S
E
1
E
0
8
1
5
2
5
お
よ
び
回
虫
色
月

g
田
口
広
口
広
告

り
法
学
、
医
学
、
さ
ら
に
自
由
学
月
芯
回
出
σ
0
3】
g
の
勉
学
は
、
特
別
な
許
可
が
な
い
限
り
、
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま

そ
の
ほ
か
に
も
、
修
道
士
が
勉
学
を
行
な
う
た
め
の
物
質
的
条
件
、
す
な
わ
ち
、
教
場
の
配
置
、
勉
学
の
た
め
の
居
室
の
使
用
、
稿
害

ヨ
ピ
ス
ト

を
増
す
た
め
の
写
字
生
の
設
置
に
つ
い
て
も
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
修
道
生
活
に
お
い
て
教
育
活
動
の
た
め
に
図
ら
れ
た
便
宜
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
初
期
会
誌
」
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
教
育
組
織
に
関
し
て
指
摘
す
べ
き
第
二
点
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
教
育
体
系
の
頂
点
に
聖
ジ
ヤ
ツ

ク
修
道
院
が
置
か
れ
た
と
と
で
あ
る
。
「
初
期
会
憲
」
で
は
、
各
修
道
院
で
の
神
学
教
育
の
水
準
と
質
の
平
均
化
を
図
る
た
め
に
、
学
生

パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
A
自
題
（
大
嶋
）

Tr. 
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パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
A
自
題
（
大
嶋
）

一
五
八

を
選
抜
し
、
中
心
的
な
修
道
院
に
集
め
て
教
育
す
る
方
法
が
と
り
入
れ
ら
れ
た
が
、

そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
頂
点
に
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院

「
初
期
会
憲
」
の
、
各
管
区
か
ら
三
名
の
修
道
士
が
勉
学
の
た
め
パ
リ
に
派
遣
さ
れ
る
べ
し
、
と
い
う
規
定
か

ら
理
解
さ
れ
る
如
く
、
聖
ジ
ヤ
ツ
ク
修
道
院
は
各
管
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
生
が
送
り
こ
ま
れ
る
場
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
エ
リ
ー
ト
養
成
所

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
最
初
の

は
位
置
し
た
の
で
あ
る
。

ω宮門
H
E
B
m
E
o
s
－o
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
、
パ
リ
大
学
の
神
学
教
育
と
の
連
聞
に
お
い

一
二
二

O
年
の
ボ
ロ

l
ニ
ア
で
の
総
会
後
ほ
ど
な
く
、
大
学
の
神
学
教
師
ジ
ャ
ン
・
ド
・
パ
ラ
ス
ト
ル
が
、
聖

ジ
ヤ
ツ
ク
修
道
院
で
教
鞭
を
と
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
お
r

て
構
想
さ
れ
た
こ
と
は
、

以
上
述
べ
た
「
初
期
会
憲
」
に
み
ら
れ
る
ド
ミ
ニ
コ
会
の
教
育
組
織
は
、
会
の
発
展
、
パ
リ
大
学
へ
の
進
出
に
よ
っ
て
、
修
正
、
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
神
学
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
課
程
の
整
備
と
管
区
の
教
育
機
関
の
設
置
の
試
み
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
二
四

O
年
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
管
区
総
会
は
、
入
会
希
望
者
の
学
識
を
よ
く
審
査
す
る
よ
う
に
、
と
の
勧
告
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

そ

れ
は
、
修
道
会
の
発
展
と
修
道
士
の
増
加
が
、

一
二
二

O
年
の
時
点
で
企
図
し
た
基
礎
課
程
修
了
者
の
み
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
段
階
が

ド
ミ
ニ
コ
会
は
、
パ
リ
大
学
と
直
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
リ
大
学
の
神
学
生
が

F
H
2
5円
四
冊
目

過
ぎ
た
と
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、

〉
三
田
で
学
ぶ
基
礎
課
程
を
修
道
会
内
で
教
授
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
「
初
期
会
憲
」
が
原
則
的
に
禁

じ
た
自
由
学
の
勉
学
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
自
由
学
を
勉
学
す
る
乙
と
の
禁
令
は
、

一
二
四

0
年
代
か
ら
特
免
処
置
に
よ
っ
て
緩
和
さ

れ
て
い
っ
た
。

一
二
四
一
年
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
管
区
総
会
で
は
、
自
由
学
を
学
ぶ
修
道
士
を
指
名
す
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、

一
二
五

O
年
に
は
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
両
管
区
で
は
、
特
定
の
修
道
士
を
対
象
と
す
る
自
由
学
の
講
義
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に

な

っ

た

。

一

二

四

五

年

ご

ろ

か

ら

、

管

区

に

は

論

理

学

を

教

育

す

る

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、

。(f)
ζ0 C→』

邑昆
u H・
ド4・「？

~- § 
(") 
］．  

5・ 母
M-
H・
ロ
呂、

自
然
哲
学
、

倫
理
哲
学
、
形
而
上
学
を
教
育
す
る

ω宮門
H
E
B
ロ
主
再
色
ゆ
が
、
幾
つ
か
の
修
道
院
の
持
ち
回
り

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

の
形
を
と
っ
て
設
け

こ
れ
ら
の
教
育
機
関
に
加
え
て
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
管
区
に
は
、

一
二
三
九
年
ご
ろ
ト
ゥ

l
ル
l
ズ、

モ
ン
ペ
リ
エ
に
管
区
の
神
学
校
で



円

U
V

あ
る
盟
国
内
出
口
B
冨
匂
吋
江
口
巳
即
日
が
設
問
さ
れ
た
。
現
臓
の
神
学
教
師
を
、
修
辺
院
長
な
ど
の
役
職
者
に
選
ば
ぬ
よ
う
定
め
た
一
二
三
九
年

《日
v

の
総
会
の
決
議
か
ら
、
神
学
教
川
の
不
足
が
瓶
え
る
が
、

ω百円出口
B
H
u
m
s－g
E
B

ω苫門出口
g
u
ω
吋件目。ロ
E
B
の
設
置
は
そ
の
事
態
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
同
時
に
、

lま

ω百円出口
B
m刊ロ叩同色。

の
予
備
課
程
の
役
割
を
も
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ω
Z門
出
回
目

H
U

釦
吋
片
山
口
巳
月
刊
の
学
生
は
各
修
道
院
段
階
で
す
で
に
選
抜
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
さ
ら
に
選
抜
さ
れ
て
、
田
口
仏
吉
g
m
S
O
B－
刊
に
送
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

（
一
一
）

ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
大
学
に
お
け
る
地
位

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
パ
リ
大
学
神
学
部

ω
一
部
と
凡
な
さ
れ
た
型
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
の
神
学
生
は
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
、
神
学
部
の
他
の
学
生
と
は
別
の
教
育
体
系
を
た
ど
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
程
の
神
学
生
が
神
学
教
師
の
座
に
つ
け

ば
、
他
の
在
俗
教
師
と
は
異
質
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
一
三
世
紀
前
半
の
パ
リ
で
、
神
学
教
師
た
る
者
の
資
格
を
制
限
し
て
い
た
ロ
ベ

ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ル
ソ
ン
の
規
約
に
よ
る
在
学
年
限
を
、
彼
ら
は
み
た
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ル
ソ
ン
の
規
約
に
み
ら
れ
る
在
学
年
限
の
解
釈
に
は
、
多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
パ
リ
で
科
学
を
学
ぶ
者

は
、
ま
ず
パ
リ
で
自
由
科
を
学
び
、
そ
の
教
師
の
資
格
を
取
得
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、
実
務
経
験
を
つ
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
自
由

科
教
師
資
格
取
得
条
件
は
、
年
令
二
一
歳
以
上
、
自
由
科
の
講
義
を
六
年
以
上
聴
講
し
、
二
年
以
上
講
義
す
る
者
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
条
件
を
み
た
し
た
者
に
、
パ
リ
の
司
教
座
聖
立
付
参
事
会
文
書
局
長

B
R
o－－白ユ
g
〔
以
下
カ
ン
ケ
ラ
リ
ウ
ス
〕
は
教
授

免
許
を
与
え
れ
Mr
乙
の
自
由
科
免
許
取
得
者
が
、
神
学
、
法
学
、
医
学
を
学
び
得
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ル
ソ

ン
の
規
約
が
課
し
た
条
件
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

「
何
人
も
パ
リ
に
て
は
、

そ
の
者
の
年
令
〔
が
〕
三
五
歳
〔
に
迷
す
る
〕
以
前
に
は
、

あ
る
い
は

a
z
o－S
に
て
書
物
〔
の
註
解
〕
を
忠
実
に
聴
講
し
、

す
る
〕
前
に
五
年
間
聴
講
せ
ざ
る
限
り
は
、
講
義
し
な
い
こ
ハ
臼
。
」

ま
た
少
な
く
と
も
八
年
間
研
究
し
、

さ
ら
に
学
生
の
前
で
私
講
義
〔
を

（
森
洋
訳
）
。

パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉱
修
道
会
問
題
（
大
嶋
）

五
;L 



パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
的
〉

一六
O

乙
の
修
学
規
定
の
解
釈
は
、
お
お
い
に
争
わ
れ
て
い
る
。
ラ
ッ
シ
ュ
ド
ー
ル
河
〉
ω出
口
〉
F
F
は
、
と
の
八
年
間
を
五
年
間
の
勉
学
期

間
と
三
年
の

σ
R
S
E尽
ロ
凹
と
解
釈
し
た
。
レ

7

0
・F何回

4
は
、
八
年
間
は
神
学
の
勉
学
期
間
の
み
を
意
味
し
、
そ
れ
に
加
え
て
五
年

の

E
n
s－m江
口
回
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
と
解
し
た
。
ま
た
ポ
ー
ル
』
・

H
M

〉
C
F
は
、
八
年
間
は
自
由
科
に
お
け
る
期
間
、
五
年
は
神

学
部
学
生
の
期
間
と
し
、
そ
の
上
に

σ
R
S－ω江
戸
田
の
期
間
（

σ
R
S
E江
戸
訪
ぴ
吉
岡
口

5
と
し
て
二
年
、

E
R色
白
吋
吉
田
凹

g芯
三
百
円
吉
凶
と
し
て

三
年
、

σ
2
8
S円
宮
田
町
O
吋B
巴
5
と
し
て
三
年
）
を
要
す
る
と
理
解
し
て
い
る
。

ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ク
1
ル
ソ
ン
の
規
約
を
以
上
の
よ
う
に
解
釈
し
て
も
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
パ
リ
に
お
け
る
自
由
科
教
師
資
格
取
得
の

有
無
は
、
お
お
い
に
疑
問
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

乙
の
疑
問
は
、
グ
ロ
リ
ユ

l
p
o
F
O何
回
一
巴
凶
の
研
究
や
、

そ
れ
が
主
と
し
て
依

拠
し
た

ωの
己
主
O
吋
冊
目
。
丘
宮
山
田
司

B
e
S
E
E
B
の
記
述
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

答
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

パ
リ
の
神
学
教
師
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
確
実
に
パ

グ
ロ
リ
ュ
ー
に
よ

れ
ば
、

一
二
二
九
年
か
ら
一
二
五
二
年
ま
で
に
、

一
二
名
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
が
、

リ
の
自
由
科
教
師
資
格
を
有
し
て
い
た
者
は
四
名
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン
・
ジ
ル
は
、
前
述
の
如
く
、
在
俗
神
学
教
師
と
し
て
、

ド
ミ
ニ
コ
会
に
入
会
し
た
。
ユ

l
グ
・
ド
・
サ
ン
・
シ
ェ

l
ル
は
入
会
前
に
法
学
教
師
、
神
学
の

E
o
s－m吋
吉
田
で
あ
り
、

（

訂

〉

ロ
l
ラ
ン
・
ド
・
フ
ジ
エ

l
N
は
い
ず
れ
も
医
学
教
師
で
あ
っ
た
。

ゲ
リ
ッ
ク

・
ド
・
サ
ン
・
カ
ン
タ
ン
、

し
か
も
、

こ
れ
ら
四
名
が
神
学
教
師

一
二
七

O
年
｜
！
こ
れ
は
、

渦
中
で
養
成
さ
れ
た
者
が
教
師
職
に
就
い
た
と
仮
定
さ
れ
る
年
代
で
あ
る

l
ー
ま
で
拡
げ
る
と
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
神
学
教
師
は
合
計
二

六
名
を
数
え
る
。
パ
リ
の
自
由
科
教
師
資
格
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
上
記
四
名
を
除
い
て
、

合
同
V

ン

E
O
B
E
常
国

g
eロ
唯
一
人
で
あ
る
。

と
し
て
活
動
し
た
の
は
、

一
二
四

0
年
代
前
半
ま
で
で
あ
る
。
同
様
の
考
察
を
、

一
二
五

0
年
代
の
事
件
の

フ
ロ
ー
ラ
ン
・
ド
・
エ
ス
ダ

こ
う
し
た
状
態
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、

ド
ミ
ニ
コ
会
に
所
属
す
る
パ
リ
の
神
学
教
師
が
、
本
質
的
に
、

「
大
学
」
と
無
縁
で
あ
る
と

す
る
解
釈
す
ら
生
み
出
す
。
ラ
ッ
シ
ュ
ド

l
ル
は
、

「
ロ
巳
40吋
凹
吉
田
」
が
機
能
す
る
要
件
で
あ
る
相
互
宣
誓
を
「
ロ
E
4
R
a
H曲
目
」
の
構

成
員
が
行
な
う
時
期
を
、
自
由
科
教
師
団
へ
の

－ロロ冊目
U

昨日。

の
時
期
で
あ
る
と
考
え
、
従
っ
て
、
上
級
「
学
部
」
の

Es－－
o
は
あ
ら



た
に
行
な
わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
積
も
し
と
の
仮
説
を
認
め
る
な
ら
ば
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
で
あ
る
神
学
教

師
は
、
「
大
学
」
へ
の

E
8匂昨
日

0

を
行
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
、
自
由
科
は
、
法
的
に
は
次
元
の
乙
と
な
る
「
ナ
チ
オ

Z
S日
0
」
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
大
学
」
に
お
け
る
主
導
権

を
握
っ
た
。
「
ナ
チ
オ
」
と
は
、
自
由
科
教
師
が
、
そ
の
出
身
地
別
に
結
成
し
た
団
体
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
ピ
カ
ル
デ
ィ
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
四
「
ナ
チ
オ
」
が
あ
っ
情
「
学
部
」
と
し
て
の
自
由
科
が
あ
り
得
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
実
体
に
お
い
て
、
「
ナ

チ
オ
」
の
辿
合
体
で
あ
っ
た
し
、
自
由
化
の
教
育
活
動
と
は
「
ナ
チ
オ
」
の
そ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
上
級
「
学
部
」
の

学
生
で
あ
る
自
由
科
教
師
有
資
格
者
は
、
上
級
「
学
部
」
の
教
師
と
な
る
ま
で
は
、
自
ら
の
属
す
る
「
ナ
チ
オ
」
の
一
員
で
あ
り
つ
づ
け

た
の
で
丸
出
。
自
由
科
の
「
大
学
」
に
お
け
る
主
導
権
は
、
さ
ら
に
そ
の
構
成
員
の
数
に
拠
っ
た
。
レ
フ
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
大
学
構
成
員

の
三
分
の
こ
が
自
由
科
教
師
で
あ
っ
国
。
ま
た
、
自
由
科
教
師
団
は
、
他
の
「
学
部
」
に
比
し
て
、
団
体
と
し
て
、
は
る
か
に
よ
く
整
備

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ミ
シ
ョ

l
・
カ
ン
タ
ン
戸
冨
円
出
〉
d
u
l
D
C〉
z
d
z
は
、
「
CEJERmFgm」
の
内
部
組
織
の
特
徴
と

し
て
、
規
約
制
定
と
規
約
遵
守
の
強
制
、
団
体
の
役
職
者
の
選
出
ぞ
基
準
と
し
て
挙
げ
た
初
、

は
、
そ
れ
ら
の
基
準
を
み
た
し
て
い
た
の
で
あ
門
的
。

自
由
科
教
師
団
は
、

一
二
四
0
年
代
に

神
学
教
師
に
か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
ド
、
、
二
一
コ
会
士
の
教
師
が
、
在
俗
教
師
と
同
じ
年
限
を
ふ
ん
で
き
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
疑
問
の
余

地
が
あ
る
。
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
が
、
パ
リ
の
神
学
教
師
と
な
る
ま
で
の
経
過
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
一
二
四
五
年
か
ら
一
一
一

四
八
年
ま
で
パ
リ
で
学
ん
だ
が
、
そ
の
後
四
年
間
は
ケ
ル
ン
に
と
ど
ま
り
、
一
二
五
二
年
か
ら
四
年
間
を
パ
リ
の

σmwos
－ω門戸
g
と
し

て
過
し
た
の
ち
、
神
学
教
師
と
な
っ
的
。
乙
の
経
歴
は
、
明
き
ら
か
に
在
俗
の
神
学
教
師
の
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
同
様
に
詳
細
な

経
歴
を
他
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
神
学
教
師
に
つ
い
て
得
る
乙
と
は
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
が
全
員
、
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー
ル
ソ
ン

の
規
約
が
規
定
し
た
修
学
条
件
を
み
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
に
と
っ
て
、
神

学
教
師
と
な
っ
て
パ
リ
に
と
ど
ま
る
の
は
、
修
道
会
の
命
令
に
も
と
づ
く
修
道
士
と
し
て
の
活
動
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
り
、
修
道
会
の
命

パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
A
商
題
（
大
嶋
）

一ムハ



パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
嶋
）

一ムハ一

ず
る
が
ま
ま
に
、
そ
の
座
を
移
し
た
と
い
う
推
定
は
可
能
で
あ
る
。

ロ
ラ
ン
・
ド
・
ク
レ
モ
ヌ
が
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
で
教
鞭
を
と
っ
た
の
は
一
年
間
だ
け
で
、
そ
の
後
彼
は
ト
ゥ

l
N
l
ズ
、
イ
タ
リ
ア

へ
と
動
い
た
。
ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン
・
ジ
ル
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
と
な
っ
て
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
で
教
え
た
の
は
三
年
間
で
あ
り
、
そ
の

の
ち
に
は
、

ト
ゥ

l
ル
1
ズ、

マ
イ
ン
ツ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
へ
と
座
を
移
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ー
ラ
ン
・
ド
・
フ
ジ
エ

l
h
N

内

円

》

再
び
バ
リ
へ
も
ど
っ
て
教
鞭
を
と
っ
た
。

ト
ゥ
！
ル
ー
ズ
で
教
え
、

こ
う
し
た
経
歴
の
パ
タ
ー
ン

＋」曲、は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
の
パ
リ
で
の
神
学
教
師
在
職
期
間
を
必
然
的
に
短
か
い
も
の
と
し
た
。
一
二
二
九
年
か
ら
一
二
五
二
年
の
聞
の
神
学
教

師
の
お
お
よ
そ
の
平
均
在
職
年
数
は
、
在
俗
教
師
の
年
数
が
一

0
・
八
年
な
い
し
一
二
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
の
教
師
の

そ
れ
は
四
・
六
年
で
あ
る
。
こ
の
差
は
、
パ
リ
で
の
教
育
活
動
が
両
者
に
占
め
る
比
重
の
差
と
も
理
解
し
得
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
こ

と
は
、
両
者
の
聞
に
存
在
し
た
に
ち
が
い
な
い
、
異
和
感
の
原
因
の
一
っ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
で
学
び
、

〆戸、、

一一、ーノ

ド
ミ
ニ
コ
会
の
講
座
獲
得
と
そ
の
影
響

一
二
五
二
年
の
神
学
部
規
約
、
お
よ
び
一
二
五
四
年
の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
在
俗
教
師
は
修
道
士
の
保
持
す
る
講
座
の
地

円
H
Y》
、

l
t
 

J
1
a
J
1
4

，t 

「
大
学
」
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
講
座
保
持
数
に
関
し
て
、

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
の
記
載
と
実
状
と
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
差
が
あ
る
。

そ
の

ド
ミ
ニ
コ
会
は
、

も
た
ら
し
、
二
講
座
を
得
た
。
そ
し
て
、

一
二
二
九
年
に
ロ
ラ
ン
・
ド
・
ク
レ
モ
ヌ
が
、

い
ず
れ
の
講
座
も
、

一
二
三

O
年
に
は
ジ
ャ
ン
・
ド
・
サ
ン
・
ジ
ル
が
夫
々
神
学
講
座
を

円

円

〉

そ
の
後
ド
ミ
ニ
コ
会
士
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
在
俗
教

師
が
そ
れ
ら
二
講
座
を
担
当
す
る
可
能
性
は
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
招
来
さ
れ
た
在
俗
教
師
の
講
座
の
喪
失
は
、
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
同
時
期
に
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
一
講
座
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

一
二
一
一
二
年
、
在
俗
神
学
教
師
で
あ
っ

た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
・
ア
レ
ス
〉
］
OUSロ
仏
自
己
巾
出
色
冊
目
が
、

そ
の
身
分
を
保
っ
た
ま
ま
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
入
会
し
、

彼
の
も



た
ら
し
た
講
座
は
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
に
よ
っ
て
継
持
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

一二

O
七
年
に
、
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
チ
ウ
ス
三
世
は
、
パ
リ
の
神
学
教
師
を
八
名
に
制
限
し
対
教
師
適
格
者
に
は
教
授
免
許
が
授
与

さ
れ
る
べ
き
と
の
教
会
の
政
策
が
、
す
で
に
法
制
化
さ
れ
て
い
た
乙
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
教
皇
の
こ
の
決
定
に
お
け
る
神
学
教
師
の

と
見
な
し
、
そ
れ
故
、
パ
リ
の
神
学
講
座
数
が
八
に
制
限
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で

数
を
講
座
担
当
教
師
自
田
区
a
R
3
m
g凹

あ
ろ
う
。
こ
の
制
限
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
学
講
座
数
は
増
加
し
、

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
講
座
数
と
教
師
数
と
の
均
衡
は
、

一
一
二
八
年
か
ら
コ
コ
二
年
に
か
け
て
四
講
座
を
加
え
、
合
計
一
二
と
な

た
め
に
生
じ
た
教
師
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、
恒
常
的
に
破
ら
れ
て
お
り
、

カ
ン
ケ
ラ
リ
ウ
ス
が
教
授
免
許
賦
与
を
制
限
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た

こ
の
破
綻
は
、

一
講
座
に
複
数
の

B
m
m
2
E
B
m
o己
g
を
擁

し
た
り
、
教
授
免
許
を
も
ち
な
が
ら
講
座
を
担
当
し
得
な
い
者
、
す
な
わ
ち
包
括
E
R
ロ
S
B
m
g
m
が
多
数
発
生
す
る
と
い
う
現
象

を
招
来
し
た
の
で
あ
る
。
乙
の
聞
に
、
講
座
は
「
株
」
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る

o
g
m笹
田
g門
店
m
g凹
は
必
ず
し
も
恒
常
的
に

講
座
を
運
営
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
一
時
的
に
他
の
包
括
E
O吋
ロ
oロ
B
m
o
g
に
彼
の
講
座
を
賃
貸
し
す
る
乙
と
も
あ
り

得
た
。
ま
た
、
目
指
一
E
R
B
m
g∞
が
教
師
以
外
の
職
（
例
え
ば
、
あ
る
教
会
の
参
事
会
員
職
な
ど
）
に
つ
い
た
場
合
に
も
、

（

制

）

対
象
と
な
っ
た
。

講
座
は
賃
貸
の

「
株
」
と
し
て
の
講
座
は
、
講
座
数
と
教
師
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
自
己
調
節
の
機
能
を
も
果
し
た
の
で
あ
る
。
ド
ミ

ニ
コ
会
が
二
講
座
を
固
定
化
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
講
座
の
「
株
」
と
し
て
の
機
能
を
停
止
さ
せ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

ド
ミ
ニ
コ
会
に
よ
っ
て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
修
道
会
に
よ
る
神
学
講
座
の
回
定
化
は
、
先
に
述
べ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
・
ア
レ
ス

の
入
会
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ジ
ス
コ
会
に
よ
っ
て
も
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
二
五
四
年
の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
は
、
上
記
両
修
道
会
以
外
に
、

シ
ト

1
会
、
聖
三
位
一
体
会
、
ヴ
ァ
ル
・
デ
・
ゼ
コ
リ
エ
会
、
プ

レ
モ
ン
ト
レ
会
も
神
学
講
座
を
保
持
し
て
い
る
か
の
如
く
記
述
し
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
修
造
会
系
の
講
座
は
、

ド
ミ
ニ

コ
会
の
二
講
座
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
一
講
座
の
三
講
座
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
修
道
会
に
、
講
座
獲
得
の
意
図
が
あ
っ

パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
嶋
）

_,_ 
ノ、



パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
嶋
）

一
六
四

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
、

・
ア
レ
ス
は
、
彼
の
講
座
を
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ラ
・
ロ
ッ
シ
ェ
ル

一
二
四

0
年
代
に
入
る
と
、
第
二
の
講
座
獲
得
の
試
み
を
は
じ
め
た
。

に
譲
っ
た
。
だ
が
、

一
二
四
一
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド

彼
は
そ
れ
に
よ
っ
て
教
育
活
動
か
ら
身
を
退
く
ζ

と
は
な
く
、

gmwm庄
司
ロ
oロ
吋
0
m
g回
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
既
存
の
講
座
が
空
席
と
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
講
座
が
新
設
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
れ
を
担
当
す
る
資
格
を
保
留
し
た
ま
ま
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
院
内
で
教
鞭
を
と
り
つ
づ
け
た
。
フ
ラ
ン
ジ
ス
コ
会
は
、

彼
の
名
声
を
利
用
し
て
、
彼
の
教
育
活
動
を
正
規
の
講
座
へ
と
昇
格
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
カ
ン
ケ
ラ
リ
ウ
ス
は
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ

た
。
こ
の
計
画
は
、

一
二
四
五
年
二
月
の
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ラ
・
ロ
ッ
シ
ェ
ル
の
死
、
同
年
八
月
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
・
ア
レ
ス
の
死

に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
、

ジ
ャ
ン
・
ド
・
ラ
・
ロ
ッ
シ
ェ
ル
の
後
任
者
に
ウ
l
ド
・
リ
ゴ
ー
を
置

き
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
・
ア
レ
ス
の
後
任
者
と
し
て
ア
ダ
ム
・
ド
・

7
1
シ
ユ

〉
色
白
百
円
目
。
冨
同
一
吋
田
町
を
パ
リ
に
招
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
計
岡
遂
行
の
意
図
を
捨
て
な
か
っ
た
。
彼
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ロ
パ

l
ト
・
グ
ロ
ス
テ
ー
ト

の
下
で
学
び
、

E
g厚
相
訪
ロ

E
ρ
g
e口
g
e
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
招
聴
に
応
じ
ず
、
フ
ラ
ン
ジ
ス
コ
会
の
講
座
増
計
画

門
町
》

は
、
結
局
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
、
そ
の
後
も
執
鋤
に
、
教
皇
庁
に
働
き
か
け
た
の
で
あ
る
。

同

Noσ
叩
立
の
吋
O
m
m
o
g
a
o

り
重
要
な
事
実
は
、

ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
、

デ
ュ
フ
ェ
イ
ユ
の
こ
の
見
解
は
、
彼
自
身
認
め
て
い
る
よ
う
に
仮
説
の
域
を
出
な
い
が
、
我
々
が
乙
ζ

に
見
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
よ

パ
リ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
院
に
は
、
正
規
の
神
学
講
座
と
な
ら
ん
で
私
的
な
講
座
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
フ

ド
ミ
ニ
コ
会
と
同
様
に
、
教
育
組
織
の
整
備
と
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
持
。

一
二
世
紀
か
ら
一
三
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
カ
タ
リ
派
異
端
を
排
す
る
任
務
を
与
え
ら
れ
た
が
、

任
務
遂
行
に
あ
た
り
、
会
士
の
神
学
教
育
の
不
足
を
認
識
し
、
学
問
修
道
会
へ
の
方
向
を
選
ぶ
乙
と
に
な
っ
時
。
そ
の
た
め
に
、

一
年
の
総
会
は
、
学
識
あ
る
者
の
み
を
修
練
士
と
し
て
入
会
さ
せ
る
よ
う
に
勧
告
凶
v

《

引

》

に
、
十
分
な
学
識
を
要
求
し
た
。

シ
ト
l
会
は
、

そ
の

一一一一一一

一
二
三
四
年
の
総
会
は
、
す
べ
て
の
修
道
院
長



一
二
二
七
年
、
ク
レ
ル
ヴ
ォ

l
修
道
院
は
、
マ
チ
ル
ド
・
ド
・
ガ
ル
ラ
ン
ド
冨
忠
臣
5
0
向日刊の

m
E
S骨
か
ら
、
彼
女
が
サ
ン
・
ラ
ン

《
円
｝

ド
リ

ω曲目己
lFga弓
の

丘

g凹
に
所
有
し
て
い
た
家
屋
を
識
り
・
つ
け
た
。

こ
の
家
屋
が
シ
ト

1
会
の
パ
リ
に
お
け
る
教
育
施
設
、
す

な
わ
ち
の
o
－5m
o
ω
回目

E
I回
刊
日
目
丘
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
二
代
に
わ
た
る
ク
レ
ル
ヴ
ォ

1
修
道
院
長
、
エ
ヴ
ラ
l

N

F
忠
告
凶

お
よ
び
エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ド
・
レ
キ
シ
ン
ト
ン
思
昨
日
ロ
叩
仏

O
F
a
g
gロ
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
。

エ
ヴ
ラ
l
ル
は
、

一
二
三
五
年
、
パ

リ
に
ジ
ト

1
会
の
教
育
施
設
の
設
置
を
計
画
し
た
。

一
二
三
七
年
の
総
会
は
、
修
道
士
を
学
生
と
し
て
パ
り
に
派
遣
す
る
と
い
う
彼
の
要

請
を
承
認
し
た
。
同
時
に
こ
の
総
会
は
、
学
生
を
世
話
す
る
た
め
に
、

〈
悶
）

し
た
。
ェ
ヴ
ラ
l
ル
の
計
画
は
、
彼
の
死
に
よ
っ
て
中
断
し
た
が
、

修
道
士
一
人
と
助
修
士
二
人
を
そ
こ
に
常
置
す
る
乙
と
を
決
定

エ
チ
エ
ン
ヌ
・
ド
・
レ
キ
シ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
彼
は
枢
機
卿
ジ
ャ
ン
・
ト
レ
同
g
D
4
0

－oH
の
協
力
を
得
、
一
二
四
五
年
一
月
五
日
に
は
、
教
内
．
斗
イ
ン
ノ
ケ
ン
チ
ウ
ス
四
世
か
ら
教

書
を
得
た
。
そ
の
教
書
は
、
直
撃
で
勉
学
に
適
す
る
修
道
士
を
パ
リ
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
地
に
、
神
学
習
得
の
た
め
に
派
遣
す
る
と
い

〈

H
V

う
ク
レ
ル
ヴ
ォ

l
修
道
院
長
の
捉
案
を
認
め
、
そ
れ
と
同
時
に
、
同
じ
権
限
を
ジ
ト

l
会
の
他
の
修
道
院
長
に
も
認
め
た
の
で
あ
る
。
同

年
九
月
、

じ門る
Tこちと
。と
こ、

の
昔：
簡
に
呼
応
す
る
形
で

イ
ン
ノ
ケ
ン
チ
ウ
ス
四
世
は
、
総
会
に
参
集
し
た
す
べ
て
の
修
道
院
長
に
、

そ
こ
に
学
ん
だ
シ
ト

l
会
士
は
、

パ
リ
に
設
け
ら
れ
た
神
学
の

ω門
戸
門
出
ロ
ヨ
を
主
じ

そ
の
成
果
を
も
っ
て
、

シ
ト

l
会
の
み
な
ら
ず
キ
リ
ス
ト
教
会
全
体
に
益
す
る
こ
と
を
命

ク
レ
ル
ヴ
ォ

l
修
道
院
長
の
要
請
に
よ
っ
て
パ
リ
に
設
置
さ
れ
た

ω
g
e戸
B
が
、
障
害
な
く
運

営
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
承
認
し
た
の
で
あ
成
。
そ
し
て
、
翌
一
二
四
六
年
六
月
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
チ
ウ
ス
四
世
は
、
そ
の

ω苫
色
ロ
B
を
保

護
す
る
教
書
を
発
し
た
の
で

b
d
o
パ
リ
に
お
け
る
シ
ト

1
会

ω次
な
る
動
静
は
、
当
然
、
ド
ミ
ニ
コ
会
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
と
同
様
な
、

固
有
の
神
学
講
座
の
獲
得
に
向
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
、

あ
る
。

一
二
五
六
年
、

シ
ト

l
会
は
、
修
道
会
系
の
第
四
の
講
座
を
獲
得
す
る
の
で

一
二
五
二
年
の
神
学
部
規
約
、
二
一
五
四
年
の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
は
、
修
道
会
系
講
座
の
増
加
に
対
す
る
在
俗
教
師
の
危
機
感
の
あ

《

押

》

ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
根
拠
と
な
る
状
況
が
存
し
て
い
た
と
・
百
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

パ
巴
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
協
）

一
六
五



パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
議
修
道
会
問
題
（
大
嶋
）

一ムハムハ

一
方
、
修
道
会
の
進
出
傾
向
と
は
対
照
的
な
、
在
俗
教
師
の
退
糊
傾
向
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
。

一
二
四
八
年
の
「
タ
ル
ム
ッ
ド
」
有
害

宣
告
に
は
、

そ
の
宣
告
に
関
与
し
た
神
学
教
師
と
し
て
一
一
名
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、

ド
ミ
ニ
コ
会
士
三
名
、

フ－フ

ン
シ
ス
コ
会
士
一
名
、

モ
ー
の
向
口
宮
山
内
凶
片
山
口
O
ロ
ロ
刷
、
神
学
教
師
の
肩
書
き
し
か
も
た
な
い
者
四
名
、

そ
れ
に
カ
ン
ケ
ラ
リ
ウ
ス
、
司
教
座

聖
堂
付
参
事
会
員
一
名
で
あ
る
。

乙
の
一
一
名
の
う
ち
、
最
後
の
二
名
を
除
け
ば
、
在
俗
教
師
は
五
名
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
に
対
し
て
、
修

道
士
の
神
学
教
師
は
四
名
を
数
え
る
の
で
あ
る
。

け
て
い
る
が
、

そ
こ
に
は
、

さ
ら
に
、
他
の
証
人

（
叩
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五
名
の
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由
科
教
師
と
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ん
で
、
七
名
の
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修
道
士
同
B
H
B
m
が
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た
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「
タ
ル
ム
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有
害
宣
告
は
、

岳
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げ
O
E
i
a
の
項
を
設

乙
の
時
期
は
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同
時
に
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ル
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ル
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ゥ
ス
・
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グ
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リ
で
教
鞭
を
と
っ
て
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た
時
期
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
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半
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と
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け
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ミ
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会
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て
い
た
の
に
対
し
、
修
道
会
系
教
師
が
無
償
で
、
生
活
の
た
め
に
で
は
な
く
教
え
た
と
と
を
も
っ
て
、
両
者
の
意
識
の
差
異

と
み
な
す
見
解
も
あ
る
己
・

F切
の
OM叩聞
J
h
a
ぎ
な
句
、
島
町
言
明
、
hhH尽
き
司
、
S
恥
h喝－

HM白
H49
呂田叫・

HU－
HH0・
お
よ
び
て
同
町
勾
。
凶
勾
・



口
、
・
町
田
記
J

H

V
・
印
同
）

結

び

こ
れ
ま
で

ω考
察
か
ら
、
以
下
の
如
き
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
G

学
問
問
動
を
修
道
会
の
活
動
に
と
っ
て
不
可
欠
な
．
要
件
と
し
た
ド
ミ
ニ
コ
会
は
、

そ
の
刊
十
剣
山
よ
り
パ
リ
に
進
出
し
、

パ
リ
大
学
と
街

技
な
関
係
を
も
っ
た
。
他
方
、
同
修
道
会
は
、
同
有
の
教
育
組
織
の
形
成
に
む
か
い
、
聖
ジ
ャ
ッ
ク
修
道
院
を
そ
の
頂
点
に
置
い
た
の
で

あ
る
。一
二
二
九
年

l
l
一
二
三

O
年
以
降
、

ド
ミ
ニ
コ
会
は
パ
リ
の
二
つ
の
神
学
講
座
を
獲
得
し
、

そ
の
結
果
、

「
大
学
」
と
の
聞
に
緊
張

関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
修
道
会
独
自
の
教
育
組
織
に
お
い
て
養
成
さ
れ
、

そ
の
頂
点
に
佐
世
し
た
パ
リ
大
学
の
神
学
教
川
と
な

っ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
は
、

パ
リ
で
’
H
出
科
を
習
得
す
る
乙
と
な
く
そ
の
地
位
に
就
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
大
学
」
に
お
い
て
変
則
的
な

存
在
で
あ
り
、
ま
た
、

「
神
学
部
」
に
あ
い
て
も
、
他
の
在
俗
教
師
と
は
異
質
な
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ド
ミ
ニ
コ
会
の
神
学
講
座
獲
ね
は
、
慌
ち
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
追
随
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
シ
ト

1
会
も
同
じ
方
向
に
動
い
た
。
こ

う
し
た
修
道
会
の
神
学
講
座
明
の
傾
向
は
、
在
俗
神
学
教
師
の
退
潮
傾
向
と
重
な
り
、
後
者
に
圧
迫
感
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
二
五
二
年
、

一
二
五
三
年

ω問
題
点
は
、
一
二
二
九
年
か
ら
す
で
に
醸
成
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
在
俗
教

師
と
托
鉢
修
道
会
の
聞
に
、
い
わ
ば
潜
在
し
て
い
た
異
和
感
は
、
一
二
五

O
年
五
月
三

O
日
付
の
イ
ン
ノ
ケ
ン
チ
ウ
ス
四
世
の
教
書
が
イ

ン
パ
ク
ト
と
な
っ
て
顕
在
化
し
た
。
こ
の
教
官
官
は
、
パ
リ
の
カ
ン
ケ
ラ
リ
ウ
ス
に
宛
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
教
皇
は
、
神
学
教
師
た
る

（悦）

に
相
応
し
い
修
道
士
に
、
そ
の
者
の
希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
神
学
教
授
免
許
を
与
え
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
在
俗

教
師
が
教
授
免
許
賦
与
に
関
し
て
有
し
て
い
た
カ
ン
ケ
ラ
リ
ウ
ス
に
対
す
る
諮
問
権
の
無
視
と
、
修
道
会
所
属
教
師
の
増
加
の
可
能
性
と

乙
の
よ
う
に
、

パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
（
大
嶋
）

ー七



パ
リ
大
学
に
お
け
る
托
鉢
修
道
会
問
題
ハ
大
略
）

一
七
四

を
意
味
す
る
。

（川）

在
俗
神
学
教
師
は
｜
｜
フ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
デ
・
ロ
マ
ニ
ス
の
言
に
よ
れ
ば
秘
密
裡
に
｜
｜
、

（
制
）

し
、
修
道
会
所
属
講
座
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
上
述
の
諮
問
権
を
主
張
し
て
、
起
こ
り
得
る
事
態
に
対
応
し
た
。

一
二
五
三
年
の
事
件
は
、
托
鉢
修
道
会
系
の
神
学
教
師
が
、
も
は
や
「
大
学
」
の
変
則
的
な
構
成
員
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
大
学
構
成

（
惜
）

円
以
で
は
な
い
と
と
を
示
し
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
事
実
を
、
彼
ら
が
「
大
学
」
よ
り
追
放
さ
れ
た
乙
と
が
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
二
五
二
年
二
月
、
学
部
規
約
を
制
定

一
二
五
三
年
以
降
の
パ
リ
大
学
と
托
鉢
修
道
会
の
対
立
・
抗
争
事
件
が
、
共
同
体
と
し
て
の
大
学
の
本
質
に
係
る
も
の
で
あ
り
、

が
、
托
鉢
修
道
会
論
、
教
会
論
に
波
及
す
る
乙
と
は
、
本
稿
の
官
頭
に
お
い
て
言
及
し
た
と
乙
ろ
で
あ
る
が
、

は
、
次
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。

そ
れ

そ
れ
ら
の
問
題
の
検
討

【註】
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（
一
九
七
八
年
十
月
二
十
五
日
脱
稿
）

〔
付
記
〕
一
、
本
稿
執
筆
に
さ
い
し
、
九
州
大
学
教
授
森
洋
先
生
か
ら
貴
重
な
ど
助
言
、
ど
教
示
を
頂
い
た
。
乙
乙
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

一
、
本
稿
印
刷
中
、
問
中
峰
雄
氏
の
論
考
「
形
成
期
の
パ
リ
大
学
と
托
鉢
修
道
会
」
（
合
同
雄
二
・
中
村
賢
二
郎
編
『
知
識
人
層
と
社
A
丘、

九
三
｜
一
六
四
頁
）
を
閲
読
す
る
機
会
を
得
、
多
く
の
知
見
を
得
た
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
見
解
を
異
に
す
る
と
乙
ろ
も
あ
り
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
次
稿
以
下
に
お
い
て
私
見
を
述
べ
た
い
。



La querelle des Ordres mendiants et des maîtres seculiers 

à l'Universite de Paris--Etude du problème de 

l'incorporation des Dominicains à l'Université 

Makoto OSHIMA 

1) 

* i!!f:. 
IC 
:to 
~ 
7., 
:J'f; 
~ 

La querelle entre les Mendiants (ici, spécialement Dominicains et Francis- {~ 
i1! 

cains) et les maîtres séculiers a remué l'Université de Paris dans les ~ 

années 1250. Le présent article a pour but de mettre en lumière les relations J;i 
de ces deux partis pour la période antérieure à la querelle. 

* L'opposition des maîtres séculiers et des maîtres mendiants s'est mani- ~, 

festée pour la première fois par la promulgation en 1252 du statut de la 

Faculté de théologie, dont un des buts était de limiter l'accession des 

réguliers à une chaire magistrale. On peut l'expliquer comme une expression 

de crainte des maîtres séculiers à l'égard de J'éxçansion des Mendiants à 

fUniversité de Paris. L'opposition est entrée dans un état critique en 1253 

parce que les maîtres mendiants ont refusé de participer à la grève 

décidée par l'Université. La question est alors de savoir s'ils sont de vrais 

membres de l'Université, car ils n'ont pas suivi son ordre de grève. Ce sont les 

deux problèmes que nous trouvons au moment de l'apparition de la querelle. 

L'Ordre dominicain qui reconnaissait la nécessité de l'étude pour accom­

plir les buts de sa fondation est venu s'installer à Paris dès 1217, et a pris 

contact étroit avec l'Université de Paris. D'autre part, l'Ordre de saint 

Dominique, comme l'ont montré ses Constitutions primitives, a introduit 

l'étude dans la vie quotidienne des frères et a établi sa propre organisation 

des études. De plus, Je couvent Saint-Jacques de Paris s'est placé au 

sommet du système scolaire de l'Ordre. 

Les Dominicains, ayant, dès les années 1229-1230, acquis deux chaires 

magir.trales de théologie, ont été incorporés à l'Université, puisque l'ensei­

gnement donné à Saint-Jacques a été considéré comme identique à celui de 

l'Université. Ivlais cela a engendré une situation où se sont opposés les 

maîtres séculiers et les maîtres dominicains. Quand les maîtres dominicains 
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formés suivant l'organisation propre de l'Ordre sont devenus maîtres de 

théologie à Paris, ils ont été considérés comme intrus, parce qu'ils n'étaient 

pas passés par la Faculté des Arts qui était une organisation de bade de 
r~ 
') l'Université. L'oppostion des maîtres de théologie tenaint peut-être au fait 

; qu'ils n'avaient pas satisfait la scolarité imposée aux maîtres séculiers, et 

IC: qu'ils restaient essentiellement membres de l'Ordre avant d'être maîtres de 
;f.:, 
f:t l'Université. 
7., 
ri:; L'acquisition des chaires par les Dominicains a causé non seulement la 

réduction du nombre des chaires tenues par les séculiers, mais a fait aussi 1 m arrêter le fonctionnement du circuit commercial lié à une chaire et le 

l fonctionnement d'auto-ajustement du déséquilibre du nombre de chaire et 

Jffi celui de maîtres. Les Franciscains ont suivi l'exemple des Dominicains, et 

:f2 ils envisageaient d'avoir une deuxième chaire dans les années 1240. Les 
Jill 
'-' Cisterciens, eux aussi, étaient sur Je point d'en avoir une. Parallèlement à 

cette situation, on pourrait constater que le nomdre des maîtres séculiers et 

Jeurs activités scientifiques déclinaient. 

L'entrée et l'action des Mendiants, commencées par les Dominicains, 

n'ont apporté aucun avantage aux maîtres séculiers de l'Université de Paris. 

Cela nous permet de signaler qu'ils devaient concevoir une antipathie contre 

les maîtres mendiants, et que l'opposition des deux partis existait sous une 

forme latente avant la manifestation de la querelle. Et un décret d'Innocent 

IV de 1250, qui aurait permis d'augmenter Je nombre des maîtres religieux, 

a fini par pousser les maîtres séculiers à exprimer leur mécontentement 

contre ceux-là. 
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